
去
る
十
月
二
十
七
日

（
土
）
、
宗
祖
日
蓮
大

聖
人
第
七
三
一
回
の
お

会
式
法
要
が
た
く
さ
ん

の
ご
参
詣
の
も
と
行
わ

れ
ま
し
た
。
午
前
十
一

時
よ
り
婦
人
有
志
に
よ

る
大
聖
人
を
偲
ぶ
和
讃

が
奉
納
さ
れ
、
そ
の
後

桜
の
花
の
散
華
で
道
場

が
荘
厳
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
弘
安
五
年

旧
暦
十
月
十
三

日
に
現
在
の
東

京
都
大
田
区
に

あ
っ
た
池
上
宗

仲
の
館
で
お
祖

師
様
が
ご
入
滅

に
な
ら
れ
た
時
、

池
上
の
お
山
の

桜
の
木
が
い
っ

せ
い
に
開
花
し

た
と
い
う
言
い

伝
え
に
依
る
も

の
で
す
。
現
在

で
も
池
上
に
あ

る
桜
の
木

は
秋
に
開

花
し
、
お
会
式
桜

と
呼
ば
れ
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
お
会
式

の
時
期
よ
り
龍
泉

寺
の
お
祖
師
様
に

も
綿
帽
子
を
お
掛

け
し
ま
す
。
こ
れ

は
、
ご
法
難
で
負
っ

た
額
の
刀
傷
が
寒

さ
で
痛
ま
ぬ
よ
う

に
と
の
思
い
で
す
。

お
昼
を
挟
ん
で
午
後

一
時
か
ら
は
、
立
川
志

遊
師
匠
に
登
場
頂
き
、

大
聖
人
の
一
代
記
よ
り

「
由
比
ヶ
浜
の
別
れ
」

と
落
語
の
「
笑
い
茸
」

を
ご
披
露
頂
き
、
涙
と

笑
い
の
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。

合
掌

十
月
二
十
六
日
は
浜

田
市
の
「
安
全
安
心
い

の
ち
の
日
」
で
す
。
三

年
前
の
県
大
生
が
犠
牲

と
な
っ
た
事
件
を
、
私

た
ち
は
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
み
ん
な
で
安
全
で

暮
ら
し
や
す
い
街
を
創

る
た
め
、
力
を
合
わ
せ

て
行
か
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
度
、
平

成

二

十

一

年

よ

り

龍

泉

寺

を

会

場

と

し

て

活

動

を

続

け

て

い

る

「
浜
田
を
明
る
く

照
ら
し
隊
」
が
中

心
と
な
っ
て
、
大

学
の
キ
ャ
ン
パ
ス

を
メ
イ
ン
会
場
に

「
は
ま
だ
灯
２
０

１
２
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
灯
り
を
テ
ー

マ
に
市
民
の
絆
を
結
ぶ

為
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

半
年
前
よ
り
会
合
を

重
ね
、
浜
田
市
内
の
小

学
校
、
中
学
校
、
高
校

そ
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
参
加
し
て
く
れ
た

市
民
の
有
志
か
ら
届
け

ら
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

で
作
ら
れ
た
キ
ャ
ン
ド

ル
ホ
ル
ダ
ー
が
５
０
０

０
個
を
超
え
ま
し
た
。

な
か
に
は
様
々
な
デ
ザ

イ
ン
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

添
え
ら
れ
た
も
の
も
沢

山
集
ま
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
近
辺
の
キ
ャ
ン
ド

ル
ナ
イ
ト
を
実
施
し
て

い
る
団
体
か

ら
協
力
参
加

を
頂
き
ま
し

た
。当

日
は
午

後
一
時
よ
り

多
く
の
市
民

と
学
生
が
集

ま
り
ホ
ル
ダ
ー

を
並
べ
て
準
備
。
夕
方

五
時
よ
り
キ
ャ
ン
ド
ル

に
点
火
、
そ
し
て
夕
闇

に
灯
り
が
浮
か
び
上
が

り
ま
し
た
。
午
後
七
時

よ
り
平
岡
さ
ん
の
追
悼

セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、
来

春
卒
業
す
る
同
級
生
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送

ら
れ
、
た
く
さ
ん
の
市

民
と
学
生
が
心
を
一
つ

に
し
て
安
全
な
町
づ
く

り
を
誓
い
ま
し
た
。

ま
ん
だ
ら

清道衆講習会開催のご案内

下記の日程により日蓮宗聖徒団本部より
講師２名を派遣していただき清道衆講習会
を開催することになりました。信仰を深め
ることは幸福に繋がります。日蓮大聖人は
「行学の二道をはげみ候べし」と仰せになっ
ておられるが如く、この講習会を受講され
て、真の日蓮大聖人の教えを学んで頂き、
幸せな人生を生きられるようご研鑚下さい
ますようご案内申し上げます。 合掌

記
１、日 時 11月25日（日）10:00～15:30
２、会 場 龍泉寺本堂
３、受講費 3,000円（講習費・テキスト

昼食代等）
４、申込み 11月10日まで
５、講義内容
１講 釈尊の教え
２講 新しい仏教の誕生
３講 生きた宗教としての教え
４講 聖徒団の信仰

※この度、檀信徒の皆さんの信仰を深める
勉強会を計画いたしました。講師には宮崎
県布教師会長の吉田憲由上人と、全国日蓮
宗青年会長の小泉輝泰上人が来て下さいま
す。大変分りやすい講義をして下さいます。
参加希望者はお電話下さい。申込書と日程
表を送ります。龍泉寺 ２２－１９３７

まんだら第８７号 ２０１２年(平成２４年)１１月１日

第８７号
発行所

陽光山 龍泉寺
６９７-００２６

浜田市田町１８-１
TEL: 0855-22-1937

FAX: 0855-23-0934
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龍珠会

編
集
後
記

「
女
心
と
秋
の
空
」

と
は
移
ろ
い
や
す
い

女
性
の
心
を
秋
の
天

気
に
な
ぞ
ら
え
た
言

葉
で
あ
ろ
う
。
お
寺

の
行
事
も
そ
う
で
あ

る
が
、
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
で
気
に
な
る
の

が
お
天
気
で
あ
る
。

特
に
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ

イ
ト
と
な
る
と
雨
と

風
は
深
刻
な
事
態
で

あ
る
。
こ
の
度
の
メ

イ
ン
会
場
と
な
る
島

根
県
立
大
学
は
山
を

切
り
開
い
た
海
を
見

下
ろ
す
高
台
に
あ
る
。

事
前
の
同
じ
時
間
帯

の
実
験
で
は
、
三
百

個
程
の
キ
ャ
ン
ド
ル

が
点
火
し
て
間
も
な

く
一
瞬
に
し
て
消
え

た
。
し
か
し
、
当
日

は
快
晴
で
無
風
状
態
。

今
思
え
ば
奇
跡
。
大

い
な
る
御
魂
の
仕
業

で
あ
ろ
う
。

再
拝

どびん岩様
参拝ご案内

金城山中の光徳岩大明神
（通称どびん岩様）へ本年もお昼か
ら参拝いたします。
１、月日 １１月２３（金）
２、集合 午後１時
３、場所 龍泉寺
※ 往復1時間程の山歩き
です。参加の方は事前に
ご連絡下さい。

お
知
ら
せ

一
、
法
華
経
を
学
ぶ

十
一
月
十
一
日
（
日
）

午
後
三
時
よ
り
四
時
半
ま
で

「
信
解
品
第
四
」
三
回
目

二
、
守
護
神
講

今
月
は
都
合
に
よ
り
十
七
日
（
土
）

午
後
二
時
よ
り

三
、
唱
題
行

十
一
月
二
十
八
日
（
水
）

夜
七
時
よ
り
一
時
間

は
ま
だ
灯
２
０
１
２
開
催


